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■支援の背景
　道東で行われているサンマやイカ漁では、出漁前に低温保存用の砕氷をトラックの荷台から船
に積み込む作業が行われています。通常その作業は荷台の上に作業者が載りこみ高所から氷を掻
き出すことで行われており、作業者がバランスを崩し地上に落下することがあります。相談企業
では、そのような事故を防止し且つ作業時間を短縮するために荷台の砕氷を定量排出する装置を
開発することとなり、当場には開発装置の強度や作業能率などの性能試験とその評価方法につい
て技術支援が求められました。

■支援の要点
１．性能試験方法の決定
２．性能試験結果の分析・評価

■支援の成果
１．これまでに対応してきた同種の砕氷を扱う装置の試験方法を参考にし、開発装置の試験方法

を決定しました。
２．砕氷の搬送能力や装置の強度および移動性についての試験を行い、性能を明らかにしまし

た。
３．強度については試験データを分析して各部の強度の過不足を明らかにし、強度の改善検討を

進めることができました。
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